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1982年3月 京都大学文学部卒業  
1983年 4月 科学警察研究所研究員（1994年3月まで）

1988年 4月 科学技術庁国内留学生（東京大学医学部医用電子研究施設に留学）（1989年3月まで）

1994年 4月 科学警察研究所主任研究官

1997年 4月 甲子園大学人間文化学部助教授（2003年3月まで） 
1998年11月 博士（文学）京都大学

2003年 4月 立命館大学文学部教授

2005年 4月 大阪大学大学院人間科学研究科教授

2015年10月 大阪大学数理・データ科学教育研究センター兼担教授

2024年 4月 大阪大学名誉教授（予定）

足立浩平教授は、1982 年 3月に京都大学文学部（哲学科心理学専攻）を卒業後、同学部（同

専攻）の聴講生を経て、1983 年 4月～1996 年 3月に科学警察研究所（法科学第一部心理研

究室）に勤務した後、1997 年 4月から 6 年間、甲子園大学人間文化学部（人間行動学科）に、

2003 年 4月から 2 年間、立命館大学文学部（心理学科）に勤務した。その間、1998 年 11月

には計量心理学に関する博士論文によって京都大学から博士（文学）を授与されている。2005
年 4 月には大阪大学大学院人間科学研究科に教授として着任して、行動統計科学研究分野に

所属し、2024 年 3月31日限りで大阪大学を定年退職するものである。

足立教授は、行動科学のための統計学の研究・教育に従事し、専門領域は、特に、行列代

数に基づく多変量解析法である。科学警察研究所で行った主な研究は、心理・行動データに

判別分析に基づく方法を適用して捜査に役立てるシステムの開発である。その主要論文を評価

され、1997 年に日本行動計量学会より林知己夫賞（優秀賞）を授与された。甲子園大学・立

命館大学在職時は、多次元尺度法や多重対応分析などの新たな手法を考案し、その主要論文

が評価されて、2001年に日本心理学会より優秀論文賞、2007 年に日本計算機統計学会より論

文賞を授与された。また、立命館大学の東山篤規教授の知覚研究にパス解析で寄与したこと

により、2016 年に東山教授とともにイグノーベル賞（知覚部門）を授与された。さらに、この

受賞の統計界向上への寄与を評価され、同年に日本計算機統計学会より貢献賞を授与された。

大阪大学着任後、2014 年頃までは、主成分分析の解の変換法・三相主成分分析・スパース主

成分 / 因子分析などの研究開発に取り組んだ。その途中の 2010 年頃からは、因子得点を潜在

変数ではなくパラメータ行列の要素と見なす行列分解型の因子分析（行列因子分析）の定式化

に取り組み、その解の性質や、因子得点を潜在変数とみなす因子分析と行列因子分析の理論

的関係を考究し、現在は、因子分析と主成分分析の幾つかの定式化の階層関係に辿り着く段
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階に至っている。以上の諸研究の功績を評価され、2016 年には、日本行動計量学会の林知己

夫賞（功績賞）を受賞している。

大阪大学での教育活動では、行動統計科学研究分野の学生（学部・大学院生）の研究指

導を行い、その成果は、統計科学の学会大会における学生の口頭発表が、計 20 回、優秀と

表彰されたことに見られ、課程博士を取得した学生は 7 名である。なお、論文博士1名の主査

も務めている。また、授業を通して、人間科学の学生への統計学の教育に貢献した。特に、

2013 年から英語による多変量解析の授業を行い、その配布資料に基づいて、2016 年に、行

列代数の入門から初めて多変量解析の諸方法を解説する英文教科書を公刊した。さらに 2020
年には、この教科書に 6 つの章を増補した改訂版を公刊し、この改訂版によって、2021年に

日本行動計量学会より杉山明子賞（出版賞）を授与された。 
学内では、大阪大学の人権問題委員会委員長・図書館委員会委員などを、人間科学研究科

内では、行動学系幹事教授（2 回）・紀要編集委員会委員長などを歴任し、運営面に貢献して

きた。特に、紀要編集委員会委員長として、従来の紀要とは別に Osaka Human Sciences 誌
を創刊する事業を推進し、同誌の表紙デザインも手がけた。また、2015 年からは、大阪大学

数理・データ科学教育研究センターの兼担教授として、データサイエンス・統計科学の全学的

な教育・啓蒙に努めた。

学外の活動として、学術面では、日本計算機統計学会の会長・副会長・評議員、日

本行動計量学会の理事・欧文誌編集委員会委員長、日本統計学会の代議員、および、

Computational Statistics やその他の統計科学誌のAssociate Editor などを務めている。さ

らに、2016 年の日本計算機統計学会第 30 回大会の実行委員長および 2019 年の国際学会大

会 Data Science, Statistics & Visualisation (DSSV) 2019 の Local organizing committee
委員長を務め、大会を成功裡に終わらせた。また、McGill 大学心理学部や同志社大学文化

情報学部の大学院生の統計学に関する博士論文の審査を複数回行っている。社会貢献と見な

せる活動として、2012 年～ 2016 年に、統計教育大学間連携ネットワーク (JINSE) の委員として、

大学・学部を超えた標準的な統計学入門のシラバス案を構成する事業に参画し、この事業は、

近年、諸大学でデータサイエンスの学部や学科が新設される契機の1つとなっている。

以上、足立浩平教授は、研究、教育、学務運営、および、学外での活動を通して、特に統

計科学の立場から人間科学部・人間科学研究科の充実と発展に尽くしただけでなく、統計科学

の学界を牽引し、学術振興に大いに貢献した。
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主要著書
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